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図 1 提案手法の全体図 

 

1. はじめに 
現在,GPT-2[1]を始めとする Transformer を用い

た言語モデルは,人間と近いレベルの流暢な文を

生成することに成功している.また,CTRL[2]のよ

うなモデルは,文頭に制御コードと呼ばれるトー

クンを入力させて言語モデルを学習させること

で,生成文のスタイルとトピックを制御コードに

応じて生成させることを可能にした.しかしなが

ら,これらの学習手法では,生成文を任意の長さ

に基づいて制御することが出来ない.そこで,本

研究では,言語モデルを学習する際に,出力文の

長さを分散表現として陽に入力することで,推論

時に文の長さを制御することが可能な教師なし

文生成手法を提案する(図 1).量的及び質的評価

を行い,指定した文長に条件付けをして,自然な

文が生成可能であることを示す. 

2. 関連研究 
言語モデルとは，文章を生成する過程において

単語あるいは文字列からなるトークンの生成確

率を与えるモデルのことを指す.言語モデルでは，

先頭単語列を入力することで，文章生成を明示

的に制御することが可能である．これに対し，

CTRL[2]のようなモデルは，文頭に制御コードと

呼ばれるトークンを入力させる条件付き言語モ

デルを学習させることで，生成文のスタイルを

制御コードに応じて生成させることを可能にし

た．しかし，制御コードは離散的なトークンで

あるため,より粒度の細かい制御や連続的な文長

制御が困難であるという問題がある. 

一方で,現在までに,教師あり学習に基づくエ

ンコーダデコーダモデルにおいて文長制御に関

する多くの研究が行われている.Fan ら[3]は文長

を離散的な表現である one-hot vector に変換し，

文長制御を行っている.また，Liu ら[4]はモデル

に入力する単語の分散表現を指定した長さで定

数倍することで文長制御を行う. 

これに対し，高瀬ら[5]は,生成的要約モデルに

おいて位置符号化を用いることで，文生成時に

おける指定長までの残りの長さを連続的な表現

として入力することを提案している.高瀬らは，

ニュースの見出し生成タスクにおける評価実験

において文長制御性能の向上を報告している.一

方で，要約が完結する前に文が途中で途切れて

しまうことや，一貫性が取れていないことなど

を課題点として挙げている.本稿では，文長表現

の獲得に位置符号化を応用することで連続的な

文長制御を可能とする文長条件付き言語モデル

を構築する.また,自然な文を維持しながら,文長

制御が可能であることを示す. 
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3. 文長制御のための条件付き言語モデル 

3.1. 条件付き言語モデル 

条件付き言語モデルでは，学習時にモデルの入

力の先頭に所与の制御トークンを挿入する必要

がある．文長制御において，制御トークンは出

力させたい文長の表現𝑙である．よって，出力す

るトークン列を𝑥，文長の制御トークンを𝑙とする

と，条件付き言語モデル𝑝(𝑥|𝑙)は以下のように表

される． 

  𝑝(𝑥|𝑙) =  ∏ 𝑝(𝑥𝑖|𝑥<𝑖 , 𝑙)

𝐿

𝑖=1

 (1)  

 

3.2. 文長符号化 

文長を制御するために，本研究では，文長を離

散値として埋め込むかわりに，位置符号化[4]を

用いて文長の埋め込み表現を獲得する．位置符

号化は，機械翻訳で提案されたモデルである

Transformer において，各入力トークンの位置情

報をベクトルに変換する手法である．本研究で

は，位置符号化を文長の分散表現獲得に応用し

た文長符号化を提案する.以下に文長符号化の式

を示す. 

  𝐿𝐸(𝑙𝑒𝑛𝑔𝑡ℎ,2𝑖) =  sin (
𝑙𝑒𝑛𝑔𝑡ℎ

10000
2𝑖
𝑑

) (2)  

 

  𝐿𝐸(𝑙𝑒𝑛𝑔𝑡ℎ,2𝑖+1) =  cos (
𝑙𝑒𝑛𝑔𝑡ℎ

10000
2𝑖
𝑑

) (3)  

 

4. 実験 

4.1. 実験設定 

提案手法の精度を評価するため，wikitext-103

をデータセットとしてモデルの訓練し,実験を行

う．実験では，事前学習済みの言語モデルを文

長の条件付き言語モデルとしてファインチュー

ニングすることにより，指定した長さで自然な

文が生成できるかを測定する. 

 

図 2 実際の出力文長と指定長 

図 3 文長制御時の最終層におけるアテンション 

4.2. 実験結果 

図 2に文長制御の実験結果を示す．実験結果から

提案した条件付き言語モデルが指定の長さに応

じて文長を制御できていることがわかる．また，

図 3に示すように，文生成のプロセスの後半では，

制御トークン Lの列に対し強くアテンションが払

われており，条件付き言語モデルが文長制御を

学習していることがわかる．また，生成した文

の質的評価では，各指定長に応じて文法的かつ

意味的に一貫性のある文を生成できることが確

認された(表 1)． 

表 1 指定長ごとの生成文の例 

 

5. まとめ 
本研究では,条件付き言語モデルによる文長制御

を提案し，それらの有効性を評価した．今後の

課題として,文長条件付き言語モデルを事前学習

モデルとして自然言語処理タスクに応用するこ

とが挙げられる. 
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